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ＴＣＣの活動 令和元年１２月１２日

オフィス毛利 毛利春雄

１２月４日、５日、富山のサクラパックスと和倉温泉・加賀屋を第１７

７回研修会として訪れました。

あいにくの小雨模様でしたが、富山駅に集合、昼食後、サクラパックス

株式会社を訪問しました

サクラパックス株式会社
段ボールを始め、梱包材の加工を主たる仕事としている会社で、これに

関連する色々な事業に取り組まれているそうです。

１３時３０頃、会社（サクラパックス）に着いて研修室で、社長から富

山のお国自慢（名産）、会社の規模・概要を１時間ほどお話を聞きました。

誰かの笑顔のために生きていく→笑顔のために

と云うことを、テーマに掲げているそうです。

社長のお話しの中で特に印象に残ったのは、常に会社の永続と時代への

対応（変化）を考えている。ＱＣ的思考と改善、これには全社員が参加す

るように大きなテーマを細かな具体的問題にして、小グループで取り組む

ような方法をとっている。ＣＭは、従業員がこの会社に勤めていると言え

るために（こんな会社に勤めている）配信しています。以下、写真を列記

します。（毛利レポート４６－１も参照ください）
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写真１ ＴＣＣ第１７７回研修・サクラパックス本社前で

写真２は、橋本社長のお話しを聞くメンバー。写真３は、フルールの佐

藤さんが持ち込んだケーシングについて説明と見積依頼の打ち合わせをし

ているところ。写真４は、こんなものも造っていますと紹介された、キャ

ットタワー。

写真２ 写真３ 写真４

加賀屋に泊まる。
創業１１１年、「プロが選ぶ日本の旅館１００選」に３５年連続首位の

座を獲得している、加賀屋に泊まりました。（毛利レポート４６－２参照

ください）

メンバーのカラキヤ洗染・川村社長の伝手で、翌日女将さんに話を伺う

ことができました。

私達ＴＣＣのメンバーは、『素晴らしいサービスが売り物』だと云う目

で泊まらしてもらうのですから、あら探しをしているような客と云うこと

になります。

到着の時からチョット違いました。正面玄関に車をつけて、荷物を預か

ってくれましたがその後「御車のキーをどうぞ」と駐車は加賀屋の方がし

てくれました。

常々、日本の名だたるホテルでも、車は自分で駐車場に入れるのが普通

です。盛装している時でも裏に駐車をして、裏口から入る酷い接待だと思

っていたのですが、ここは違って外国並みでした。

この他、結果悪い話を聞くことも無く、「ガラスがきれいで、近づきす

ぎて頭を打った」「どこもゆったりと造られている」「待っていたのかな？

風呂の帰りに『廊下で直接宴会場に行かれますか、一旦お部屋に戻られま

すか』と声を掛けられたよ」「今日６００人の宿泊客らしいけど、ちっと
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も慌ただしくないんだ」等々、とてもスムーズに当たり前に過ごさせても

らいました。

写真５ 能登渚亭での宴会

写真６ 写真７ 写真８

看板（写真７）、行灯（写真８）何処もきれいに掃除がされていました。

写真９ 写真１０ 写真１１
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翌５日、女将さん（小田絵里香さん）にお話しをしていただきました。

最後に、会が終わってチェックアウトして昼食の食堂に着いたら、Ｓさ

んがカバンを忘れたと気付かれました。加賀屋に確認したら荷物はあると

云うことなので、「取りに戻ります」と伝えると、「どちらにいらっしゃい

ますか。・・・・、そちらでしたらお届けします」と届けてもらいました。

色々考えると「プロが選ぶ旅館１００選」に３５年間も首位でいる、こ

のために積み重ねられた接客技術、顧客との距離間、気遣いは簡単に解る

ものではないと思いました。

写真１２ 加賀屋のホスピタリティ・マニュアル


